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研究成果の概要（和文）： 
 本研究は、２０世紀前半の革新主義期に展開したアメリカ優生学運動を、同時代における人
種秩序の形成との関係のなかで考察したものである。チャールズ・ダベンポートを中心に人種
改良・人間改良を目指した研究施設や主要人物の整理とともに、全米各州で制定された断種法
や異人種間結婚禁止法の制定過程を検証し、国際的な優生学運動にも影響を与えたアメリカ優
生学運動の歴史を詳細に検討することができた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 This research has surveyed the American Eugenics movement in which Charles Davenport 
was the pivotal leader in the first half of the twentieth century. It included the analysis 
of the nativist eugenic ideology, immigration restriction, eugenic sterilization 
legislation, and anti-miscegenation laws, which had great influence on the international 
eugenics movements. 
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研究種目：基盤研究（Ｃ） 

研究期間：2006～2009   

課題番号：１８５２０５６０ 

研究課題名（和文）アメリカ合衆国における優生学と人種秩序の歴史的考察 

―異人種間結婚禁止法と断種法 

研究課題名（英文）Historical Research on the Eugenics movement and the Racial Order

 in the United States: Anti-Miscegenation Laws and Sterilization Laws

研究代表者  

貴堂 嘉之（KIDO YOSHIYUKI） 

一橋大学・大学院社会学研究科・准教授 

 研究者番号：７０２６２０９５ 



 

 

してきた。そもそもの研究関心の原点には、
啓蒙主義的な自由・平等の理念からなるアメ
リカのシビック・ナショナリズムは、南部で
の奴隷制や西部のアジア系排斥、東部の非
wasp 系移民排斥などの人種的ナショナリズ
ム、ネイティヴィズムとどのように折り合い
をつけながら、政治・社会統合がなされてき
たのかという点にあった。歴史研究者のみな
らず内外の人類学者、社会学者らとともに、
「人種」概念そのものの再解釈に向けた共同
研究を行うなかで、「アメリカ合衆国にとっ
ての近代と人種」という問題関心を持つに至
った。この共同研究の成果は、竹沢編『人種
概念の普遍性を問うー西洋的パラダイムを
超えて』（人文書院、2005）に結実し、内外
の人種研究に大いに刺激を与えることとな
った。また、アメリカ史分野の専門家による
時代横断的な「日常のなかの国民意識」を対
象とする歴史共同研究を行い、国民意識に潜
む人種意識・エスニック意識・ジェンダー規
範などについて、より理解を深めることがで
きた。この成果は、2006 年 3 月に『歴史の
なかの「アメリカ」』（彩流社）として公刊さ
れたが、高度に実証的な歴史研究として当該
分野の研究に大きく寄与するものとなった
と自負している。また、個人研究としてもア
メリカ合衆国における国民化と人種化の相
互連関に関する理論的な整理を行うことが
できた。ここでは、南北戦争後の再建期とい
う特殊な時代性、つまり、国民の境界の流動
期としての特徴を検証し、近年の記憶論分野
の先行研究をも渉猟し、総合することができ
た。また、文字資料のみならず、当時の発行
された絵入り新聞など視覚史料の分析をも
試み、Harper’s Weekly 誌で活躍したトマ
ス・ナストの政治風刺漫画をアメリカ・ナシ
ョナリズム論の系譜に位置づける作業が完
成した。さらに、アメリカの第一線のアジア
系アメリカ人研究者と共同研究する機会を
得て、トランスナショナル、ディアスポラ、
ハイブリディティなど、国民とそれ以外の他
者とを差異化するもう一つの理論枠組み（ポ
ストコロニアリズム、カルチュラル・スタデ
ィーズなど）を批判的に考察することができ
た。また、本共同研究の最終年度に開催され
た国際シンポジウムでは、アジア系アメリカ
人の越境・雑種性の問題を、19 世紀に全米
38 州で制定された異人種間結婚禁止法が白
人・黒人関係のみならず、白人・アジア系関
係をも視野に入れた人種的不安をもとにし
ていたことを検証し、ペーパーを作成した。
これは、本科研で研究課題とした異人種間結
婚や断種法といったアメリカ合衆国の出生
や結婚の場に公権力が介入し、監視しようと
した大きな歴史のうねりを歴史化しようと
する問題と直接、つながっている。 
 

２．研究の目的 
 近年のアメリカ合衆国史では、社会的構築
物として「人種」概念の検証作業がすすんだ
ことで、これまで社会経済史的観点から貧困
や人種差別などを分析し、積み上げられてき
たマイノリティ研究の動向が大きく変貌し
てきている。とりわけ D.ローディガーが旧来
のマルクス主義的労働史を批判的に乗り越
える試みとして、労働者の階級意識の中に潜
む人種意識の重要性を指摘し、黒人奴隷と自
らとを差別化する主体的なホワイトネスの
概念を鍵概念として提示して以降は、アメリ
カ合衆国の市民権概念（法的な市民概念だけ
ではなく、社会的に定義される市民の境界に
関心）の見直しがすすみ、市民であることを
自明視した法制度的視角は見直しを迫られ
ることとなり、アメリカ合衆国の国民統合、
ナショナリズム、アメリカニズムの研究は新
たな段階に入ることとなった。 
 これまでのアメリカニズム研究では、啓蒙
思想に彩られた理念国家としての国家像と、
多様な移民をアメリカ社会に溶かし入れて
同化することで、均質的な国民を作り出す
「移民国家アメリカ」としての自画像が、歴
史研究そのものの枠組みを予定調和的に規
定していたといってよい。だが、上述の新し
い研究視角は、この作られた「国民の物語」
を解体し、そのアメリカ例外主義的な歴史像
を塗り替えようとしている。本研究の大きな
目的の一つは、こうした特殊な例外的なもの
として性格付けられてきたアメリカの歴史
像を、ヨーロッパ近代あるいは、世界史的な
近代と共通する「共時的近代」なるものをア
メリカの歴史の中に見出していく作業を通
じて、アメリカ史像を相対化することにある。 
 そこで本課題が焦点を当てるのは、近代ヨ
ーロッパのみならず近代アジアでも隆盛し
た優生思想、優生学の実践である。ゴルトン
が創始した優生学（1883）は、各国で支配民
族による排他的民族主義を刺激し、よき血筋
を増やすため健康運動や出生率を上げるた
めの運動などを引き起こしたが、他方、悪質
の遺伝形質を人工的に淘汰することを目論
む産児制限、隔離、断種などマイノリティ、
障害者を排除する実践をも引き起こした。つ
まり、この優生思想は近代社会に通底する一
つの「理想」形を作り出す社会の衝動を生み
出すと同時に、ナチス政権下でのホロコース
トが端的に示すように、人類に大きな負の遺
産をも残す結果となった。 
本課題では、これまで革新主義期の重要な
歴史事象でありながら、その歴史的意義を軽
視されてきたアメリカ合衆国における優生
学的実践の社会史的な実証的な検証作業を
行う。近年では、ナチ優生学との親和的性格
が明らかになりつつあるアメリカの優生学
は、全米 27 州で断種法が制定されるなど、



 

 

同時期、全米に旋風を巻き起こした。だが、
これまではこの優生思想の影響を、たとえば
革新主義運動や福祉国家思想の文脈のなか
に位置づける作業が等閑視されてきており、
また、一国史的枠組みのなかで論じられてき
た南部黒人に対する人種隔離制度の成立や、
ヨーロッパ系新移民やアジア系移民への移
民排斥（ネイティヴィズム）運動との関係に
ついても研究が深化していない。 
以上のような問題意識に基づき、本科研プ
ロジェクトでは、近代における国民管理の技
法が生み出される 19世紀後半から 20世紀前
半の時期において、アメリカで立法化された
異人種間結婚禁止法（全米 38 州で制定）と
断種法の各州での法制化の過程を具体的に
検証する作業を通じて、人々の婚姻と生殖と
いう日常空間に国家権力が介入して、これを
いかに監視しようとしたのか、これがアメリ
カ合衆国の人種秩序の形成にいかなる影響
を与えたのかを総合的に検証することを目
指した。 
 
３．研究の方法 
 本科研プロジェクトでは、4年間のうちに
東部・南部・西部と各地域ごとに、具体的な
課題テーマを設定し、各州レベルでの異人種
間結婚禁止法と断種法の立法過程とその法
運用の実態を解明する方法をとることを目
指した。また、これまでに個別研究が少ない、
アメリカ優生学協会（American Eugenics 
Society）などの団体や主要な優生学者に関
する調査を実施し、今後のアメリカ優生学運
動研究の基礎作業を完成させることを目指
した。 
 だが、2006 年度はアメリカ西部、2007 年
度は南部、2008 年度は東部を重点的に検証し、
2009 年度に総括する計画を当初立てたが、当
初の予想に反して、地域別に特徴を浮き彫り
にすることは資料の性格上むずかしかった
ため、実際には連邦レベルの法律の制定過程
を重点的に検証し、また主要な優生学関連施
設などを詳細に検討し、そこで実際に研究に
従事した優生学者やソーシャルワーカー、医
者らに焦点をあてて、研究を遂行する方法を
とって、研究を実施した。 
 
４．研究成果 
（1）2006 年度 
4 ヵ年計画の初年度にあたる 2006 度は、優
生学運動研究にとって象徴的な存在である
ポーランドのアウシュビッツ・ビルケナウ強
制収容所などの史跡を訪問することから始
めた。ポーランド、ドイツ、イギリスの公文
書館で関連資料の収集につとめ、20 世紀前半
に、アメリカ合衆国の優生学者やその影響を
強く受けた政治家が、ドイツの政治家や科学
者といかなる接点をもっていたのかを調査

し、またドイツにおける優生立法、遺伝、断
種、結婚に関わる法律と、アメリカにおける
異人種間結婚禁止法、断種法などとを比較し、
その相互の連関を検証した。 
 
（2）2007 年度 
二年目の 2007 度には、アメリカ合衆国の三
都市（バークレー、ロサンゼルス、ニューヨ
ーク）の図書館、文書館をめぐり、合衆国の
異人種間混交に関わる法制度分析の基礎史
料や優生学運動に関する一次史料を集めた。
これらの調査をもとに、論文「移民国家アメ
リカの「国民」管理の技法と「生-権力」－人
種主義と優生学－」を発表し、アメリカ合衆
国の革新主義期の社会運動や社会政策を、
「生―権力」の観点から整理し、優生学的知
を柱とする運動として歴史的に再解釈した。 
 
（3）2008 年度 
三年目にあたる 2008 年度にも、アメリカ合
衆国の東海岸での調査を実施し、断種法やア
メリカ優生学運動の拠点であるコールド・ス
プリング・ハーバーに関する史料を重点的に
集めた。歴史学研究会や国際シンポジウムで
もこの優生学や人種秩序に関する研究成果
を発表する機会をえた。 
 
以上の 3 年間の研究により、全米各州の優

生学運動の展開過程、異人種間結婚禁止法や
断種法の立法過程などについての理解が深
まってきており、アメリカ史の人種論やジェ
ンダー史にも新たな知見を付け加えること
ができた。 
 
（4）2009 年度 
最終年度にあたる 2009 年度は、人種関連や
ジェンダー・セクシュアリティ関連の専門書
の収集に引き続き努めるとともに、３月には、
優生学関連の個人ファイルが多く所蔵され
ているフィラデルフィアのアメリカ哲学協
会において、とくにチャールズ・ダベンポー
トの個人ファイルを集中的に調査した。これ
により、アメリカ国内のみならずイギリス・
ドイツ・日本の優生学者とのトランスナショ
ナルな関係や、産児調節運動など他の組織・
団体との関係についても整理でき、大きな成
果をうることができた。日本においては、基
本史料や文献リストもない段階で開始した
プロジェクトとしては、この 4年間で組織レ
ベル・個人レベルでの史資料をかなりの程度
集めることができたので、研究上の意義は大
いにあったと考える。これらの研究成果は、
本年度刊行された『アメリカ史研究入門』や
『アメリカ・ジェンダー史研究入門』などで、
アメリカの人種・ジェンダーなどについて執
筆するにあたって大いに役立った。とくに、
後者では「優生学」のコラムを担当し、最新



 

 

の知見を紹介することができた。また、『人
種の表象と社会的リアリティ』の第一章に掲
載した「アメリカ合衆国における「人種混交」
幻想―セクシュアリティがつくる「人種」」
では、同時代の異人種間結婚禁止法について
分析し、アメリカにおける「人種混交」幻想
について検証することができた。これにより
優生学運動の隆盛の背景にある人種秩序を
めぐる時代背景についても、考察することが
できた点は大きかった。 
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